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Fグループ（検討の進め方）

町内会で説明して

も知らない人がい

る

役所の中で周知

についてのマニュ

アルはあるの

か？

→団体ヒア、

フォーラム、 ワー

クショップ、 フル

でやっている

学校で先生から

子どもの意見を聞

く

子どもからアン

ケートをとる

各段階で市民意

見をつづけて聞い

てほしい

アンケートの数を

増やしてほしい

（2000 名でなくて

もっと）

みんなの街

市民参加のまち

づくり

長く使っていくま

ち

努力をして続けて

やっていく （聞く

こと）

生活に切実な意

見 ・活発な意見

があるので、 わ

かりやすい、 あ

たたかい言葉でメ

リット、 デメリット

を示す （今の資

料がわかりにく

い）

町会に加入してい

ない人が情報に

触れる機会を増

加

東 急 （事 業 者）

も一緒にワーク

ショップをやっても

らいたい

事業者、 市、 市

民の役割？ （連

携の考え方を）

区民の対立を避

けたい （生活が

かかっている）

よりていねいなプ

ロセスが必要

必要な期限の中

で

スケジュールに合

わせた検討を十

分に行っていく

市政だよりをマン

ションが登録しな

くても届く仕組み

を考える

町内会で結果を

回す （紙）

検討結果を公表

し、 区民の判断

材料とする

Tel にメルアド登

録して、 市の情

報を発信

市民参加の進め

方の継続

子どもたちがまち

づくりを話し合うこ

とは大切
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子どもたちの意見

を聴く（小、中、高、

大）

情報公開のあり

方 （データの整

理）

市民に公開の仕

方をわかりやすく

（分類）

効果的な情報提供

が必要 （必要な情

報がうまく伝えられ

ていない）

事業者と市民で前

向きなビジョンを話

し合う

区民意見を適切

に反映できるよう

なスケジュールと

する

より多数の区民の

意見を聴く

事業者と連携した

検討の場を設ける

知っている人 ・知らな

い人 （対立を生む）

→より多くの人に知っ

　てもらう情報提供

町内会に入っていな

い人にどう伝えるか

（原則、 町内会に入っ

ている人に配布物を

配っている）

町内会にも入っていな

い人もいる

（情報が入りにくい）

（新住民入っていな

い）

行った場合、 行

かなかった場合

のメリット、 デメ

リットをまとめる

東急に伝えること

をまとめる （一覧

にして）

より多くの区民の

意見をきいたので
わかりやすくする

と片寄ったデータ

にみられることも

ある ( 主観が入っ

てしまう )

アンケートをあり

のまま提示 ( 客

観的に示す）

より多くの区民の

意見を聴き、 反

映することが必要

検討の期間が短い

みんなが知る状

態を目指すべき

行政として、

100％知らせるこ

とを目指すべき

（原点）

現状の子どもたち

の居場所を知り、

使い勝手を考慮

すべき

検討時間が短い

場合の

検討のあり方

検討のルール

もらった意見を

ルール化

ルールにのっとっ

て進めていく

ルールを先に決

めないといけない

回覧板に

変わる仕組み

ポスティング等

中間フォーラムの

意見を

反映すべき

（防災）

各家庭に知らせ

る資料を役所で

用意すべき （知

らない人はいっぱ

いいる）

回覧板は NG

市政だより

（特別号とかで目

立つように）

町会入っていない

人にもとどくように

町会に入っていな

い人にも、

市政だより等の

送付を徹底

IT （ツイッター、

FB) を活用する

デジタルサイネー

ジの活用

新しい技術

の活用

検討結果がどのよ

うに反映されるの

かを明らかにする

限られた期間における、

効果的な情報発信と、

意見の吸上げ、 継続的な

市民参加、 その集約、

結論のまとめに向けた努力

キャッチフレーズ（F）

第４回での意見 第３回での意見 第２回までの意見の整理凡例 一番シール

重要シール


